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京外国語学校、1932 年）を調べてみたが、同付録所載の明治 7 年 3 月付け「東京
外国語学校官員並生徒一覧」、および明治 12 年～ 17 年 3 月の卒業生一覧では、鴎
所の名が見つからなかった。しかし、明治 15 年 5 月～明治 17 年 7 月、東京外国語
学校で教鞭を執っていた中国人教師関桂林が帰国する際に、鴎所から「送関桂林先
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あるので、関桂林に 3 年間教わり、明治 17 年（1884）7 月以降に卒業したことが
察せられる。
　のち、在中国日本公使塩田三郎の知己を得て、1886 年から 2 年ほど中国へ来遊
した。塩田は東京浜町出身、幕府医官塩田順庵の息子で、維新後政府・外務省に出
仕。明治 14 年（1881）から条約改正交渉に当たる。明治 18 年（1885）駐清国特命












分けられ、そのうちの勅任官は 1 等～ 2 等、奏任官は 3 等～ 9 等に分けられている。
























































　そして、翌年 1906 年 7 月 1 日、漢文学者結城蓄堂（1868 ─ 1924）等が発起人と
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なり、副島種臣（1828 ─ 1905）、長岡護美（1842 ─ 1906）、岸田吟香（1833 ─
1905）、勝間田鉄琴（1843 ─ 1906）、巌谷一六（1834 ─ 1905）、山田新川（1827 ─
1905）、野口寧斎（1867 ─ 1905）、金井秋蘋（1864 ─ 1905）、北条鴎所（1866 ─





















　ア．『新文詩』（森春涛编）。第 90 集（明治 16 年、1883 年 1 月）「酔落魄・春夜
（17）
」。
　イ．『新新文詩』（森春涛编、茉莉詩店）。第 5 集（明治 15 年 10 月）「繍帯児・初
夏過墨陀」、第 7 集（明治 15 年 12 月）「柳含煙・閨詠」「喜遷鶯・同上」、第 8
集（明治 16 年 1 月）「尋芳草・暮雪」、第 14 集（明治 16 年 7 月）「滬上客中
清明」。
　ウ．『古今詩文詳解』（東京 : 成章館）。第 81 集（明治 16 年 2 月）「冬日雑詠」「思
越人春寒詞」、第 98 集（明治 16 年 8 月）「雑句」、第 99 集（明治 16 年 9 月）「自
画小品三首節二」、第 104 集「一絡索・秋懐」「貧也楽・秋思」「帰自遥・冬夜」
「一絡索・臥病」、第 105 集（明治 11 月）「相見歓・閨詞二題」「減字木蘭花・
春夕」、114 集（明治 17 年 1 月）「双調南歌子・春雨詞」「同調」、129 集（明
治 17 年 6 月）「昭君怨四闋・秋夕詠懐」、第 142 集（明治 17 年 11 月）「送関
桂林先生帰清国」（7 律 2 首）。
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　エ．『新詩綜』（東京：鳴皐書院）。初集（1899 年 4 月）「鎌倉客楼次勝間田太守韻」、
第 3 集（1899 年 6 月）「沼津離宮謁東宮殿下賜茶菓既退恭賦」、第 6 集（1899










二槐・竹両家の角逐」に、上記『新文詩』第 90 集、『古今詩文詳解』第 104 集・
第 105 集・第 114 集・第 129 集・第 142 集、『新新文詩』第 5 集・第 7 集・第
8 集の詞を掲載。
　　管見の限り、鴎所の漢詩は次の資料にも見られる。
　ク．『羽北遺稿』（3 巻、佐伯真満著、仙台：伊藤安右衛門、明治 27 年・1894）。
鴎所は下卷にて詩評を書き、同別集に「送羽北仙史游北海道」という漢詩を
寄せる。
　ケ．『朝日新聞』。1904 年 1 月 18 日付けの「啜茗雅集」コラムに、天竜の「甲辰
新年有作索和」という詩に対し、寧斎、蓄堂、槐南等の詩人が和作を書く。
鴎所も「次韻」という律詩一首を贈る。
　コ．『読売新聞』。1904 年 8 月 6 日付けの「崑山片玉」コラムに、鴎所の「湘南・
売剣両兄来訪、賦之索和」7 律一首、「重賦」5 律一首がある。
　そして、中国の『申報』には、鴎所上海滞在中の 50 余の漢詩が掲載されている。
　１. 1886 年 9 月 7 日「申浦客次邂逅新儂先生、喜賦即請大雅粲政」
　２. 1886 年 9 月 8 日「将之申浦、留別駱亮甫先生」
　３. 1886 年 9 月 9 日「小作数章、録請桂笙仁翁先生吟壇雅政」（「読桃花扇伝奇」
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「秋夜懐人」「一絡索」を所載）
　４. 1886 年 9 月 13 日「申江客次呈桂笙先生、即請吟壇削政」
　５. 1886 年 9 月 14 日「秋懐四闋、調一痕沙、録請桂笙夢畹諸詞宗護政」
　６. 1886 年 9 月 18 日「桂笙先生見示大著 [ 王雩 ]琈山房紅楼夢詞…」
　７. 1886 年 9 月 20 日「夢畹先生見過小寓、即席賦呈、并請粲政」
　８. 1886 年 9 月 24 日「桂笙、夢畹両先生招飲三慶酒楼、即席率成、録呈両先生
暨天南遯叟、小藍田懴情侍者、新興山農、寄鴎主人、還読楼主人諸先生吟壇
粲政」
　９. 1886 年 9 月 29 日「訪桂馨里陸斐卿詞史、口占示高昌寒食生」
　10. 1886 年 9 月 30「小詩一律、録呈小藍田懴情侍者指政」
　11. 1886 年 10 月 3 日「覊棲多感、拉雑成篇、録請高昌寒食生、夢畹生諸吟壇指教」
　12. 1886 年 10 月 4 日「題王松堂先生小楼吟飲図」
　13. 1886 年 10 月 11 日「重九日值余生辰、讌夢畹生、小藍田懴情侍者、還読楼
主人、新興山農、種楡山人、吟道人諸吟壇於聚豊園。酒間率成、即請哂政」
　14. 1886 年 10 月 15 日「悼陸小青幷序」
　15. 1886 年 10 月 17 日「望夜、風雨凄然、触緒成章、録請高昌寒食生、夢畹生
大吟壇正」
　16. 1886 年 10 月 20 日「耘劬先生招飲泰和酒楼、継龍山之佳話也。即依耘翁原韻、
率成一律、録呈粲正」
　17. 1886 年 10 月 21 日「雨夕悼小青、調酒泉子、録請高昌寒食生大詞宗拍正」
　18. 1886 年 10 月 26 日「小藍田懴情侍者招宴…」（3 首）
　19. 1886 年 11 月 6 日「十月初一日、楊臨筮先生、黄少梅詞丈招遊味蒓園、持螯
看菊、酒間成此、録請粲政」
　20. 1886 年 11 月 6 日「初二日、雨中西湖花隠同驪睡軒主、種楡山人見訪、賦寄
西湖花隠」
　21. 1886 年 11 月 6 日「答驪睡軒主即次来韻、并寄種楡山人乞政」（2 首）
　22. 1886 年 11 月 7 日「即事寄玉鋒截雲走馬客、録請高昌寒食生哂政」
　23. 1886 年 11 月 11 日「呈袁翔甫先生、并寿其六十初度」
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　24. 1886 年 11 月 11 日「送秋詞率成呈政」
　25. 1886 年 11 月 18 日「奉酬蘭月楼主、即次元韻呈政」
　26. 1886 年 11 月 26 日「與倉山旧主、天南遯叟、高昌寒食生、蓬莱小謫人、懴
情侍者、還読楼主人集於陸斐卿詞史処…」
　27. 1886 年 11 月 26 日「故帽残衫、久淹异地，軽煙澹粉、追憶権場、□塵一夢、
触感百娯。即用蘭月楼主感旧元韻、率成長句四章、録呈高昌寒食生、夢畹生
諸吟壇政之」（4 首）
　28. 1886 年 12 月 4 日「意琴室主招飲王佩蘭眉史家、席間賦呈、即用主人五律原韻、
録請高昌寒食生粲政」
　29. 1886 年 12 月 7 日「病脚僧柬寄佳作…即請高昌寒食生、夢畹生大吟壇政刊、
並乞懴情侍者轉為致意」
　30. 1886 年 12 月 8 日「意琴室主重招飲王佩蘭眉史妝楼、即席賦呈」（2 首）
　31. 1886 年 12 月 9 日「懴情侍者屬和木犀香館題壁詩、依韻率成、録請粲政」
　32. 1886 年 12 月 16 日「意琴室主設席王佩蘭眉史妝楼、餞思薏閣主西帰襄陽、
賦此送別」
　33. 1886 年 12 月 16 日「寒夜調寄南歌子」
　34. 1886 年 12 月 16 日「入冬以来、痼疾復作、胃气不平、頃又痛生心胸、夜不
成寐、倚枕呻吟、偶為一律、録請高昌寒食生粲政」
　35. 1886 年 12 月 20 日「送別調寄漁家傲」
　36. 1886 年 12 月 23 日「酬梁溪瘦鶴詞人即次来韻」
　37. 1886 年 12 月 26 日「奉題徐古春先生乃翁貽硯田」
　38. 1887 年 1 月 3 日「蟋蟀在堂、歳云暮矣。閉門養病、輒爾経旬。茗椀藥爐之畔、
剪灯欹枕之余、更増万感萦懐。時復沈吟成句、聊以消遣、借将寄意即呈高昌
寒食生吟政」（数首）
　39. 1887 年 2 月 3 日「太原黄太孺人五寿詞」
　40. 1887 年 2 月 6 日「新正八日、意琴室主招飲、席間率成、即呈郢正」
　41. 1887 年 2 月 14 日「廬山旧隱招飲、有詩見示、即次其韻、率成長句、録請吟正」
　42. 1887 年 2 月 14 日「新春客感」
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　43. 1887 年 3 月 1 日「醉落魄録請高昌寒食生正拍」
　44. 1887 年 3 月 6 日「奉酬梁溪寄鴻生即次来韻」
　45. 1887 年 3 月 8 日「花朝懴情侍者招集滬上名流於徐園、為百花祝生日、即席
成此、以誌雅事」
　46. 1887 年 4 月 1 日「重畳前韻、即酬綺禪庵主陳君瀛伯、并乞懴情侍者代為寄意」
　47. 1887 年 4 月 1 日「相見歓」
　48. 1887 年 4 月 22 日「寓楼偶成、寄懐毗陵醉墨生在龍華会上、録請夢畹生吟壇
政刊」
　49. 1887 年 4 月 24 日「奉訪高昌寒食生、閉門養病、漫占俚句、即呈吟正」
　50. 1887 年 4 月 24 日「春夕招同倉山旧主、高昌寒食生、意琴室主、懴情侍者諸
君小飲、意琴有詩見示、即依原韻、録呈吟正」
　51. 1887 年 6 月 12 日「客中春感四首、奉和問梅山人原韻、即請諸大吟壇教正」（4
首）
　52. 1887 年 6 月 17 日「丁亥夏初、再遊京都、茲復返滬、旅裝甫卸、連蒙高昌寒
食生、意琴室主諸吟壇枉過、並有大作見示、即歩原韻、録請兩吟壇粲政」
　53. 1887 年 6 月 29 日「蒲月一日、吟香翁将遊蘇州、走筆成此、以送其行，即請
桂笙大吟壇政和」
　54. 1887 年 7 月 1 日「滬上留別詩」
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夏承燾が日本・朝鮮・ベトナムの詞を収めた『域外詞選』（書目文献出版社、1981 年）
に、日下部夢香（10 首）、野村篁園（15 首）、山本鴛梁（6 首）、森槐南（21 首）、





名な学者であるため、1985 年まで 5 回、4 万部も印刷された。学術書としてはよく
売れているほうである。
　『域外詞選』の後を受け継ぐものとして、河北師範大学中文系の彭黎明・羅姗が『日
本詞選』（岳麓書社、1985 年）を刊行した。嵯峨天皇以来明治時代までの 49 名の









（１）　「詩人北方鴎所氏の事」『読売新聞』1905 年 7 月 19 日。
（２）　明治 37 年（1904）、長崎崇福寺に 62 名の頴川重寛の門弟によって「頴川重寛先生之碑」
が建てられた。門人として題字は中田敬義、撰文は草場謹三郎、書丹は北条直方である。
六角恒廣『漢語師家伝』、東方書店、1999 年。44 ページ。
（３）　『古今詩文詳解』第 142 号、明治 17 年 11 月。
（４）　「日使将来」『申報』1889 年 6 月 2 日。
（５）　「叙任辞令」『読売新聞』1903 年 10 月 2 日。
（６）　「叙任辞令」『朝日新聞』1903 年 11 月 10 日。
（７）　「叙位裁可書」明治三十六年・叙位巻十九、国立公文書館。
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（８）　「北条鴎所氏逝く」『朝日新聞』1905 年 7 月 18 日。







1904 年 8 月 6 日。
（12）　森川鍵蔵編『明治名詩鈔：十二家選』（鴎夢吟社、1915 年）所収。165、173、178 ページ。











（20）　「よみうり抄」『読売新聞』1900 年 6 月 6 日。
（21）　『読売新聞』1905 年 7 月 19 日。
　付記：本稿執筆に当たって、鄭州大学葛継勇副教授・二松学舎大学佐藤進教授・人間文化研
究機構国文学研究資料館入口敦志様・成蹊大学アジア太平洋研究センター客員研究員日野
俊彦様に大変お世話になりました。記して御礼申し上げます。
　【キーワード】
　　・明治　・漢詩人　・北条鴎所　・上海　・裁判所書記
